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4 蒋介石は渓口鎮の玉泰鹽舗で生まれたが、翌年、鹽舗は火災で焼失し、蒋一家は渓口鎮を東西に二分する名
川剡渓に沿って走る武嶺路傍の豊鎬房に引っ越した。現在は蒋介石の故居、蒋経国の生家として保存されてい















































































































































































































































































































































                                            














②Jay Taylor,The Generalissimo’s Son:Chiang Ching-Kuo and the revolutions in China 
and Taiwan,Harvard University Press,2000 
 米国には、国務院の高級官僚で在香港米国領事館、在台湾米国大使館、在北京米国大使
館、国家安全会議に奉職したあとハーバード大学の研究員に転じたジェイ・テイラーが著
わした『総統の息子』（Jay Taylor,The Generalissimo’s Son:Chiang Ching-Kuo and the 































































































































貴重である。関連する先行研究としては、R.A.Scalapino & G.T.Yu, The Chinese Anarchist 















大学出版部、1999 年）がある。同論文は孫中山を顕彰して 1925 年にモスクワで開学し、
主に国民党系の中国人留学生を受け入れたモスクワ孫逸仙大学（クートカ）19の創立から















































































































 その他、前世紀後半に民主化した政体を考察した Samuel P.Huntington,THE THIRD 







憶蒋経国、懐念蒋経国」胡健国主編『二十世紀 台湾民主発展』（国史館、2004 年）、Tucker 
B.Nancy, China Confidential:American Dipromats and Sino- Amarican Relations 















































に降伏する。1928年12月に北伐は完成し、軍閥が割拠して混戦した中国は統一される。   
























                                            
1 以上の第1次～第5次掃共作戦については、黎東方『蒋公介石序伝』（台北・聯経出版、民国65年）315～324頁を参照した。 
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民族主義、破壊主義を標榜した。留日学生の中で最も早期に設立された革命団体。前掲『清末留日学生』229頁参照。 
27 拒俄運動で解散させられた青年会が1903年に改名して興した組織。前掲『清末留日学生』229頁参照。 






























































































                                                                                                                                        
点中国近代思想史』第三冊（岩波書店、1977年）439〜440頁参照。 
42 劉維開編輯『中国国民党職名録』（中国国民党中央委員会・党史委員会、1994年）11頁。 




46 前掲『増補 中国人日本留学史』70頁。 
47 前掲載『総統 蒋公大事長編初稿』巻一17頁。 


























































































































































 ８月  50人 
 ９月  40余人  
 10月  150人 







































ー・クリーゲルがまとめた統計資料によれば、勤工倹学生 2000 人中、就職希望者は 1600
人で、実際に職に就くことができたのは500人（31％）だった。また、勤工倹学生の実感







                                            
62 卞孝萱「留仏勤工倹学資料」『近代史資料』第二期（中国社会科学院、1955年）177頁、および同前「フランス勤工倹学
運動小史」（下）325〜326頁。 

























































































































































































  劉少奇、肖勁光、䔥三、王若飛、趙世炎、陳延年（陳独秀の長男）、陳喬年（同次男）, 
   鄭超鱗、任弼時、任岳、周昭秋、彭述之、羅亦農、卜士奇、任作民、廖化平、謝文錦、 
  向警予、李一純、楊子烈、（瞿秋白、李仲武＝通訳助教を兼ねる）ら、開学８年間を通 




  蒋経国、馮洪国、馮弗能、王明（陳紹禹）、邵力子、谷正綱、谷正鼎、鄧希賢（小平）、  
  于樹功、鄧文儀、郭紹棠、王覚源、烏蘭夫、沈沢民、王稼祥、伍修権、陳春圃、林柏 
  生、左権、屈武、傅学文、傅汝霖、任卓宣（葉青）、鄭介民、皮以書、馬駿、呉亮平、 
  孫治芳、兪秀松、葉楠、張聞天、張鎮、張元良、李錦蓉、李抜夫、胡木蘭、䔥賛育ら 
  約300名。 
 
 第２期生（1926年秋冬） 
  盛忠亮（盛岳）、張忠実、何漢文、林仲、高承烈、謝懐丹、楊尚昆、兪季女、胡建三、 
  樊警吾、李敬永、李元傑、秦邦憲（博古）、雷通鼎、李竹声、白瑜、韋永成、王公度ら 
  250余名。 
 
 第３期生（1927年秋冬） 
  陳尚友（陳伯達）、孟慶樹、張克俠、その他労働者出身者多数。 
 
 第４期生（1928年） 
  王凡西（双山）、葉剣英、董必武、徐特立、何叔衡、林伯渠、呉玉章、夏曦、楊之華、 




                                            
79 前掲 「中国人のソ連留学とその遺産」183頁。 
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1 斉藤哲郎『中国革命と知識人』（研文出版、1998年）15-16頁を参照。 




































                                            
3 イ・ヴェ・スターリン、スターリン全集刊行会訳「中国革命の諸問題」『スターリン全集』第 9巻（大月書
店、1952 年）248-257 頁。 
4 同上「中国革命とコミンテルンの任務」『スターリン全集』第9巻、311-342 頁。 
5 前掲『中国托派史』13-38頁。 
6 1927 年 5 月 18-30 日に開催されたコミンテルン執行委員会第８回総会を指す。ソ連邦共産党中央委員会付
属マルクス＝レーニン主義研究所編、村田陽一訳『コミンテルンの歴史』上巻（大月書店、1973 年）303 頁。 






































                                            
8 上海大学は、中国共産党が幹部を養成する学校としての役割を担っていた。 


































                                            




12 国民党および国民政府は1926 年 11月 9日の南昌攻略を契機に漢口への移動を窺い、同月26日に武漢遷
都を決めた。外交部長がエヴゲーニー・チェン（陳友仁）、財政部長が宋子文で、1927年 4月からこれにフ
ランス帰りの汪精衛が主席として加わり、短期間だが「寧漢分裂」とよばれる時期が生じる。 
13 秦孝儀他編『総統蒋公大事長編初稿』巻一（財団法人中正文教基金会、1978 年）142頁。 
14 前掲サンケイ新聞社『蒋介石秘録７』78頁。 









   北伐軍が上海を攻略したニュースがモスクワに伝わると、新聞は相次いで号外を出 
   し、民衆はそこここで（祝賀の）デモを繰り広げた（中略）しかし数日後、上海で 
   もうひとつの事件が発生し、父が共産党とソ連に対する態度を一変させたニュース 




   上海事件発生後、私は相当の時間を使ってソ連と中国の政治事件を詳しく考察して 
   みた。中国の1927 年における政局の動揺は中共の指導面の無策が原因で、政策に英 
   知が見られず周到でなかった、という結論に達した。ソ連に関する考察も行ない、 
   このままではソ連で社会主義は成功せず、農民は「プロレタリア独裁」に立ち上が 















   蒋介石の裏切りは決して意外なことではなく、口先で革命を称揚していたときすで 
   に革命を売り渡し、一心に張作霖、孫伝芳の汚濁に合流しようとしていたのです。 




18 『プラウダ』第88巻 3620号、1927 年 4月 19日。張日新他著『青年蒋経国』（中国・花山文芸出版社、2002
年）34頁。 
 50
   彼の革命事業はすでに終わりました。革命の観点からすれば極刑にも値するでしょ 
   う。革命に背いたその刹那から、蒋介石は中国プロレタリア階級の敵になりさがり 
   ました。過去において、蒋介石は私の父であり、革命の良き友人でありましたが、 































                                            
19 武漢『人民論壇報』1927 年４月 24日付け。朱小平他著『蒋氏家族 上』（中国・中国文史出版社、2001 年）
319 頁。 











   当時、中共駐モスクワ代表団は、私の帰国は残留よりもっと良くない、と判断した。 
   1927 年 4月、中山大学を卒業した私は友人たちと帰国を願い出た23が、私だけは許 
   可されなかった。（中略）幾人かの中共党員は「蒋経国を帰せば、蒋介石の有力な助 

























                                            
23 谷正綱、鄧文儀らは、このとき帰国している（李敖「蘇聯時期的蒋経国――訪蒋伝作者江南」『蒋経国研
究』李敖出版社、1987 年、119 頁）。 
24 前掲「我在蘇聯的日子」71頁。 
25 張国燾『我的回憶』二（明報月刊出版社、1973 年）795-796 頁。 












































































                                            
33 前掲「中国人のソ連留学とその遺産」214頁注 71参照。 
34 前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」115頁。 
35 『弗能が経国に宛てた書簡』（ロシア文献センター、総ファイル530／目録 4／ファイル 49／101 頁、1927
年 9月 24日）。前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」115頁。 
36 『パイコフが経国に宛てた書簡』（ロシア文献センター、総ファイル 530／目録 4／ファイル 49／93頁、
1928年（推測））。前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」115頁。 
37 前掲『パイコフが経国に宛てた書簡』前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」115頁。 







































40 『弗能が経国に宛てた書簡』（ロシア文献センター、総ファイル530／目録 4／ファイル 49／116 頁、1927










   私の観点はトロツキーの政治思想と一致していた。このため多くの人は私がトロツ 
   キストのシンパではないかと考えた。事実、彼らの憶測は正しかった。私はそのこ 
   ろリップマン教授の地縁経済学の講義に興味を持ち、教授はいつもトロツキーの透 
   徹した理論を私に教えてくれた。私は数人の中国人学生と密かにトロツキー派の秘 
   密文献を学習するようになった。なかでも「革命の炎で旧世界を焼き尽くそう」と 
   いう言葉に強い興味を覚えた。私とトロツキー派の関係は日増しに密接になり、と 
   うとう秘密組織に加入した。私の主張に賛同する仲間が増え、彼らは私をトロツキ 
   ー派のリーダーのように見るようになった。44 
 

















められた。秘密組織が活動を始めると、モスクワに在住する留学生400 人のなかの 150 人
ほどが加入し、あるいはシンパになって協力した。中国国内との連絡は王凡西が担当した47。
本論の前段で検討したように、このグループが帰国して中国ボルシェビキ・レーニン主義








   私の政治活動は中国共産党（＝中共モスクワ支部）の厳しい監視にさらされた。1928 
   年初、一部の同学たちがトロツキストの組織から離れるよう忠告してくれた。当時、 
   私はトロツキーの理論を信じてよいのか否か完全には確信が持てなかったので、彼 

































51 『トルマトコフ軍政党員大会資料』（ロシア文献センター、総ファイル 550／目録 1／ファイル 6／31頁、
1929年 11月 2日）。 








































（大月書店、1973 年）301 頁。 







































                                            
58 スターリン「中山大学の学生との会談」『スターリン全集』第九巻（大月書店、1953 年）266-295 頁参照。 
59 同上、前掲『中国托派史』15-16 頁。 































                                            
61 前掲「中国人のソ連留学とその遺産」199頁。ラデックは1927 年 12月に開かれたロシア共産党第 15回党
大会で75人のトロツキー派とともに党を除名され、シベリアに追放された。 








































                                                                                                                                             
い出しは、トーマス・キャンペン著、杉田米行訳『毛沢東と周恩来』39頁を参照した。 




































   お前は国民党ではなく、いま共産党に入り、共産主義をお前の事業とし、革命をお 
   前の生涯となした。父は共産党に入党したことはなく純粋の国民党員であるが、み 
   ずからの一生の事業を革命と心得ている。つまり、私たち父子は終始革命の戦線に 
   立って奮闘するのである。私はお前に対しては父であるが、革命事業においては一 
   人の同志であり、父はそのことに満足している75。 
 
 この書簡は1926 年 3月 16日にしたためられたものである。書簡の文面からは、蒋介石
の共産党に対する不信が感じられない。むしろ共青団に入団した蒋経国を革命の同志とし
て扱い、激励している。蒋介石に反共の第一歩を走らせた中山艦事件は、この書簡が出さ
                                            
71 同前「モスクワにおける王明の抬頭と江浙同郷会事件」14-15 頁。 
72 ロシア文献センター、総ファイル 530／目録 1／ファイル 14／54頁。前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」
120頁。 
73 前掲「我在蘇聯的日子」218頁。 
74 蒋経国先生全集編輯委員会編『蒋経国先生全集（記事年表上輯）』（行政院新聞局、1992 年）28頁。 
75 『蒋介石が蒋経国に宛てた書簡』（ロシア文献センター、総ファイル 530／目録 4／ファイル 49／91～92
頁、1926 年３月 16日）。前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」120頁。 
 62




   気力、見識、学問、勇気を備えた聡明で強い革命家になり、我が党の後継となれ（中  
   略）ロシアにあっては必ずその時々の時勢と潮流を掴み、常に向上することを心が 
   け、とくに民衆の利益を重視し、己の一切の幸福を犠牲にして、国際プロレタリア 
   階級の解放を第一務とすべきである（中略）いずれの党に入ろうとも、それはお前 
   の心の赴くままにすればよい。余はあれこれ強制しない。しかし革命は急進させな 
   くてはならず、革命の性ある団体を重要とする76。 
 





















                                            
76 前掲『蒋介石が蒋経国に宛てた書簡』（ロシア文献センター、総ファイル530／目録 4／ファイル49／86-87
頁、1926 年２月 1日）、前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」119頁。 
77 前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」121頁。 
78 前掲「我在蘇聯的生活」2頁、前掲『蒋経国先生全集』記事年表上輯 28頁。 























   私が誰とともに歩むのか、家族かそれとも共産党か。この問題はすでに決着がつい 
   ています。中国共産党もしくはソ連共産党に入党する件について、秋白同志83は私 
   が候補党員になることに同意しています。私の将来の帰国問題について、秋白同志 
   は私が今後１年間ここに残留し、工場で学習し工作することに賛成しました。私は 
   帰国を恐れてなどいません。政治問題については、ソ連共産党中央監察委員会に私 




   私はエリザロフと知り合って久しく、上海から一緒にモスクワへ来た仲間です。孫 
   大で２年間をともにすごしました。私は彼の共産主義の発展がはやいことを知って 
   います。はやいがために途中で多くの過ちを犯しました。反動派85のまちがいもそ 




60頁ｂ、18～21頁、1929 年 10月 21日）。前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」126頁。 







   うです。15 回大会後、彼は党に自省書をしたため、みずからの過ちを認めました。 











   党が帰国を求めたら、私は当然党の指導に従って帰国します。蒋介石は当然のこと 
   ながら敵であります（中略）反動派の件については反省しています。私はプロレタ 
   リア階級出身ではないので、当然、多くの非プロレタリア思想を身に着けています。 
   だから、知らぬ間に反動派と関係を持ってしまったのです。（現在）家族とは少しの 
   関係も有していません。李大釗との関係については、彼がモスクワ留学を紹介して 
   くれたのです。なぜ、少共に入らなかったのか。あのころ私は15歳で、子供でした 
   （中略）私は非プロレタリア階級出身なので、幼稚です。同志の皆さん、今後2年 
















                                            
86 前掲『軍政学院特支主席団第二次会議速記録』、前掲「俄国档案中的留蘇学生蒋経国」126頁。 








































                                                                                                                                             























































































































 病気から回復した蒋経国は、1930 年 10 月、モスクワ郊外のティナマ電気廠（Tinama 
Electrical Plant）に配属された8。ここは従業員1800人で、25製造部門を擁し、１部門





   学校から工場への環境変化は大変だった。それまで肉体労働に従事したことがなか 
   ったので、最初の二日で手はむくみ、腰や背中が痛くなった。辛い仕事は自己鍛錬 














   グループ長は21歳の技師で、かつては工員の互選で選ばれたが、現在は部門長の指 
   名による。工場内で発生する問題もこれまでは工場管理委員会で工員みずからが討 
   議して解決してきたが、現在は工場長に解決を委ねている。工場長の命令は絶対で、 
   これはソ連国家全体の政策の転換に連動したものだ。つまり工員による民主的な管 



































































   最初のころ、畑を耕すのはそれほど簡単な仕事ではなかった。しかし少しずつ慣れ 
   てくると、たしかに体力は使うがそれほど難しいとは思わなくなった。大変なのは 
                                            
14 同前「我在蘇聯的生活」41頁。 








   曲がった畝を切ることで、わたしはいつも湾曲するところを耕し残してしまい、農 










   シコフ村の農業集団化の範囲はそれほど広くなく、農民の数も多いとはいえず、必 
   ずしも難しいものではなかった。しかしこの仕事を通じて得た組織経験、労を厭わ 











   皆さんの集団農場は困難を乗り越えて出来上がりました。これは将来、幸福をもた 
   らす組織です。ぜひ、これからも改善していってください。今日は苦しくても、明 











































   私は死んだ…！ 
   だれかがきっと私を埋葬してくれよう。 
   しかし、だれも私のお墓がどこにあるのか知らない。 
   来年の春になれば高麗鶯が飛んできて、私の墓に案内してくれるだろう。 
   美しいさえずりを聴かせておくれ。 




















   モスクワ大学２年生だった学生は就寝前に「１日が終わった。また、人生の終着点 
   に一歩近づいた」と語り、トンブスという名前のエンジニアは「今日もすぎていっ 
   た。自由になれる日にまた近づいたのだ」と言った。２人の共通点はともに自由を 






   私は金鉱の苦役仲間に強い友情を感じるようになった。だからアルタイ金鉱を離れ 
   ることになった今、この地に名残り惜しささえ感じる。地獄のような鉱山労働から 
   解放される喜びと、仲間たちに別れを告げたくないという感情が激しく交差した。34 
 
   これからどんな事態が待ち受けているのか。西シベリアでは、いろいろな苦しみを 
   克服してきた。これ以上、どのような苦難があるというのだろう。35 
 
1-6 ウラル重機械工場 


















































 蒋経国はスヴェルドロスクのウラル重機械工場に配属された翌年の 1934 年８月から 11
月まで毎日、内政部が放った２人組の密偵に監視される日々がつづく。スターリンが発動




41 張日新他著『青年蒋経国』（中国・花山文芸出版社、2002 年）37頁参照。 























































  款して中国の領土を売り渡したのは蒋介石である。 
⑥ この手紙を見た人々が中国に起こった一切の事変、罪悪、脅威と混乱の根源がどこ
にあるのか、紊乱と脅威の戦争にたれが責任を負うべきか見定めることを希望する。 






















                                            
48 蒋経国「蒋経国の母への書翰」波多野乾一編『資料集成 中国共産党史』第五巻（時事通信社、1961年）149
～157頁を参照。 
49 波多野乾一編『資料集成 中国共産党史』第五巻（時事通信社、1961年）46～93頁。 
50 ソ連邦共産党中央委員会付属マルクス＝レーニン主義研究所編、村田陽一訳『コミンテルンの歴史』下巻
（大月書店、1973年）90頁。 
51 前掲波多野乾一『資料集成 中国共産党史』第五巻713～721頁。 






















   ウラル党委員会は、私が密かに父母と手紙で通信し、その証拠を発見したというの 
   だ。また、重工業日報社で故意に当局に不満を持つ多くの政敵を採用したというの 












汲み、ソ連当局に蒋経国の捜索願いも出している。10 月 16 日、蒋廷黻に会ったソ連外務










   今日の中国、特に中国において指導的役割を果たしている蒋介石とわが国との政治 
   的関係を決定するに当たり、我々は過去の出来事や感情から出発するものではなく、  
   両国の共通する利益から出発しており、両国関係の発展と強化を心から望むもので 
   す。我々は友好的な国々の指導者に対するのと同じ尊敬の念を持って蒋介石と接し 
   たい。いかなる個人的な動機、いかなる偏見も、わが国の立場に影響を与えるもの 














































































































                                            

































































   ひとりの藍衣社員が名も名のらず、証明書も見せずに私のところにやってきて、旅 
   券と居留査証を求め（中略）怒り狂った藍衣社員はホテルにとってかえすと、支配 
   人にむかって、もしおまえがあの女を放り出さなければ、このおれがほうり出して、 









   西安事件は、地方的には敗北に終わったかもしれないが、それにもかかわらず、全 
   国的には勝利であった。ごくゆっくりと、そして陣痛の苦しみを苦しみながら、統 




























































 日本国内では太原会戦（1937 年 11 月）や、徐州会戦（同12月〜翌年6月）、台児荘戦
役（1938年3月〜4月）などを転戦する軍隊への補給を満たす目的で、経済の戦時体制化
を実現するために国家総動員法が発令（1938 年５月）された。その後日本軍は武漢三鎮1


































































    
   7時半、招待された客は盛装して大使官邸に集まり、それを大使が満面に笑みをう  
   かべて招きいれた。皆が席に就いても大使はパーティーの目的を明かさない（中略）  
   そのとき表に車両の到着する音が聞こえ、大使は夫人をともなって車の主人を迎え 






    
   今日でモスクワとお別れだ。5時に起床して窓の外を見やると、そこにはクレムリ 
   ンがそびえていた。12年前に初めて見た姿とほとんど同じだったが、屋根を飾る双 
   頭の鷹が宝石で造られた赤い星に変わっていた（中略）孫逸仙大学の門前にあった 
   大礼堂は3年前に壊され、今は労働宮殿を建設中だ（中略）モスクワの地下鉄はす 
   でに開通し、駅の内装は美麗で、その美しさは宮殿に匹敵する。車両も清潔だ。街 
   を走る車は10年前の20倍に増え、バス、電車、トロリーなどが運行している。（中 
   略）今日はパスポートを取りに行ったり、汽車の切符を買ったりで、出発の時刻ま 
   で大忙しだった。午後２時、シベリア特急2号は北駅からそろそろと動き出した。 





   1937年3月25日、私は家族を連れてモスクワを離れ、12年間の悪夢に最後の幕を 
   降ろした。この12年間、私は人質となり、中共とソ共は中国情勢を操作する中で 
   お互いにある時は主人となり、ある時は客となってその役回りを演じていた。この 
   間の幾星霜、身も心もともに深手を負ったが、コミンテルンの本質やソ共、中共の 
   本来の姿を見抜くことができた。この12年間が私にくれた教訓は深く心に焼き込 
   まれ、それは永遠に薄れていくことがないだろう。7 





































 蒋介石はモスクワ留学に行ったきり消息のなかった蒋経国が 12 年ぶりに帰国したこと



















   経児、培甥16へ 
   経児の30日付の手紙を受け取った。文字に進歩が見られる。向学に専心すれば3  
   ヵ月後には旧に復すか、それ以上に進歩するだろう。いま文章を上達させるために 
   は、第１に古文に多く接し（中略）各篇を少なくとも百回以上読むべきである（中 
   略）そうすれば3ヵ月後にはおよそ30篇の長文を諳んじることができ、文筆がか 
   ならず流暢になる。もしも100篇の古文を胸中に爛熟させることができれば、文豪 
   にさえなれるのだ（後略）   父舅示す。 
 











   経児へ 
   （前段省略）今後は読書において中国固有の道徳、建国精神、およびその哲学に多 
   く留意すべきである。孫文学説の書は実に中国哲学の基礎であり、三民主義は中国 
   哲学を具現したものである。翻訳ではその精神を十分に説明できないだろう。ロシ 
   ア語の訳本はなおさらその精華が訳出されていない。それ故に孫文学説を２回精読 
   し、さらに三民主義の民族、民生、民権の各主義の全文を原書で読むこと。会得し 
   た内容と批判点は、それを拾い出して父に報告しなさい。民生主義の中でもマルク 
   ス主義を批判した各節はとりわけ重要であるので、客観的な態度で周到に研究すべ 
   きだ。三民主義を読了したら、軍人精神教育を読みなさい。同書も中山全集に収録 
   されていよう。以上の各書を理解すれば中国の政治、社会、経済、哲学の基礎的な 






   知識を得ることができる（中略）おまえの言う報告書19は全部を書き終えるのを待 










   経児へ 
   （前段省略）今は自反録23を読む必要はない。早急に孫文学説と三民主義の原文を 
   読みなさい。父の思想と言行は、もともと総理の哲学に基づいているのだから。以 
   上の諸書を読了するのを待って、父が最近5年間に講義している廬山談話と峨嵋談 
   話の筆記録を一覧すれば革命の大道を識ることができるだろう。父は来週上海を離 
   れる。どこに向うか未定なので、しばらく通信は不要だ。その他のことは後日話そ 







   （前略）おまえの学問、経歴、および訪ソから帰国までの10余年間、毎月、毎年 
   の個人生活の経過を具体的、系統的に報告しなさい。そして今後おまえは何をした 
   いのかその志願内容、能力、希望する仕事を言いなさい（中略）中国人はまず中国 
   の歴史、哲学、政治、社会、および経済の事情を熟知してはじめて良民ということ 
   ができるのだ（中略）中国の経、史、子、集、各種の書籍は武嶺学校の図書館にみ 
   な備わっている（後略）。 
 
 上の手紙の「今後おまえは何をしたいのか」という父親の問いに、「蒋経国は政治か工業

















   経児へ 
   おまえのふたつの報告を読み、感慨深いものがあった。艱難と痛苦をふりかえり、 
   今後は国内にあって、国にいることの得がたく、尊ぶべきことを噛みしめよ。常に 
   自省するように。報告の原文を送り返す。大切に保管すれば、貴重な資料になるだ 
   ろう（中略）今年は家で心安らかに読書し、農村の利と弊を研究すべきである（後 


















   経児へ 
   このところ廬山で甚だ多忙だ。おまえたちの手紙に、文字と思想に進歩があると心 
   が慰められる。倭寇32が今また騒乱しているので、嫌悪している。いずれ制するだ 










   ろう。  父示す。 
 
 民国26年7月24日の手紙33              
   経児へ 
   （前略）ソ連滞在報告は他人にたのむより自分で翻訳するほうがいい。自分が国文 
   で著せないからといって、他人に依頼するのは恥ずべきことだ。国文で書けるよう 
   になるのを待ち、ロシア語がわかる者に添削を依頼すべきである。父が現在そのよ 
   うな人物を物色中なので、いずれ家で会うことになろう。おまえは、いま国文の研 
   究と習字、著作に専念すべきで、倭寇の騒乱を心配する必要はない。父が必ず制す 


























































活』47である。これは蒋経国が自序で「謹んで留ソ 13 年の日記から 13 篇を選んで１書に








43 克莱恩著、聯合報国際新聞中心訳『我所知道的蒋経国』（聯経、1990年）67頁、Ray.S.Cline,Chiang Ching-Kuo 





45 Ray.S.Cline,Chiang Ching-Kuo Remembered:The Man and His Political Legacy,Washington,D.C.:United 


















































































































































                                            
7 「新贛南の建設」の詳細については次章を参照。 
8 序章注12を参照。 




















































































































①籌備主任      ：蒋経国（江西流亡青年招待所総幹事を兼任） 
②書記        ：彭朝鈺（江西吉水人）  康澤特訓班第１期、復興社幹部 
③組訓組長      ：黄謨煕（江西臨川人） 復興社学生幹部 
④宣伝組長      ：江海東（江西宜春人） 復興社学生幹部 
⑤総務組長      ：王制剛（江西安福人） 専員公署少校副官、専員公署職員、 
            蒋経国が任命 
⑥宣伝大隊長     ：蔡希曾（江西横豊人） 中央青幹班学生、無派閥 
⑦青年招待所組訓幹事 ：程京震（江西鄱陽人） 康澤特訓班、中央青幹班学生 
⑧青年招待所総務幹事 ：王兆中（江西贛県人） 専員公署職員 
 
分団六処の幹部構成は以下のとおりである。 
①吉安分団籌備主任  ：楊虞賢（江西泰和人） 康澤特訓班学生、復興社幹部 
②萍郷分団籌備主任  ：蒋廉儒（江西宜春人） 中央青幹班学生、復興社学生幹部 
③南城分団籌備主任  ：徐日泰（江西崇仁人） 中央青幹班学生、復興社学生幹部 
④寧都分団籌備主任  ：沈再成（江西清江人） 康澤特訓班学生、復興社幹部 
⑤銅鼓分団籌備主任  ：欧陽栄（江西玉山人） 中央青幹班学生、復興社学生幹部 





















①書記     ：陳宗蛍（康澤派）幹事が兼任。彭朝鈺（康澤派）を助理書記に降格。 
②組訓組長   ：胡軌幹事が兼任。黄謨煕（康澤派）を副組長に降格。 
③宣伝組長   ：劉愷鐘幹事が兼任。江海東（康澤派）を副組長に降格。 
④吉安分団主任 ：劉己達幹事（復興社骨幹、康澤別動隊秘書）が兼任。楊虞賢（康澤 
         派）を書記に降格。 
⑤萍郷分団主任 ：薛秋泉幹事（江西のＣＣ系重鎮）が兼任。蒋廉儒（康澤派）を書記 
         に降格。 
⑥南城分団主任 ：万和生幹事（無派閥）が兼任。徐日泰（康澤派）を書記に降格。 
⑦寧都分団主任 ：胡軌幹事（黄埔系、蒋経国系の重鎮）が兼任。沈再成（康澤派）を 
         書記に降格。 
⑧銅鼓分団主任 ：柯建安幹事（黄埔系、軍統）が兼任。欧陽栄（康澤派）を書記に 




































































































 ①幹事   ：胡徳馨（江西清江人、無派閥、朱家驊の推薦） 
 ②書記   ：胡徳馨（兼任、同上） 















 ③助理書記 ：黄謨煕（康澤派から分離途中） 
 ④組訓組長 ：舒興宇（湖南人、元３分校政治教官） 
 ⑤宣伝組長 ：蒋廉儒（康澤派から分離途中） 









































 ①幹事会幹事長     ：蒋経国 
 ②幹事         ：胡軌、陳宗蛍、胡昌稘、詹純鑑、黄謨煕、欧陽栄、王昇、 
              許素玉 
 ③監察会常務監察    ：劉己達 
              監察    ：柯建安、徐日泰 
 ④三青団全国代表大会代表：胡軌、陳宗蛍、詹純鑑、王昇、許素玉 
 ⑤幹事会書記      ：詹純鑑 
 ⑥幹事兼助理書記    ：欧陽栄（元中央青幹班学生） 
 ⑦幹事兼女青年組長   ：許素玉（江西青幹班修了生） 
 ⑧組訓組長       ：李徳廉（江西青幹班第１期修了生） 
 ⑨宣伝組長       ：周祥（江西青幹班第２期修了生） 














































































                                            























































































































































































       とする）、商業（予算は総額245万元）、鉱業、交通 
 ②文化建設：学校教育、社会教育、文化事業 
 ③政治建設：地方自治、衛生行政、社会救済 
 計画が完了する３年後までに新たに 331 工場を開設し、荒れ地２万畝を開墾し、314 の






































































  年末より、徴兵に際し各県政府は兵役法令を大量に印刷して日本侵略者の暴行と前線 
  兵士の英雄抗戦ストーリーを宣伝する。文化教育界も小中学校で抗日兵士の英雄行為 
  を讃える歌謡や芝居を用意し、抗日英雄を招いて講演会を設ける。大量の出版物を 
  発行して「国は私たちの巣であり、家庭は卵のようなもの。巣が壊されれば卵も割れ、 
  国が滅べば家庭を保つことはできない。だから救国を優先しよう」、あるいは「嫁に行 
  くなら兵士のもとへ、戦に勝って凱旋すれば出世する、国を救って嫁を守ろう」など 
  の民謡を改作したスローガン28を流布させ、「好漢は兵隊に行かない」という古い観念 
  を打破し、民衆の抗戦意識を高揚させ、「兵役は無上の光栄」という気運を醸成して応 
  召兵士の数を増やす。 
 ②応召軍人に対する優遇措置 
  応召兵士の新兵征集所（新兵招待所）における行動に自由を与え、各種娯楽装置や雑 
  誌、画報などを揃え、食費や小遣い銭を支給し、前線に赴く際には県長や現地党政団 
  幹部が爆竹を鳴らして歓送する。 
 ③出征軍人家族の保護救済 
  第４行政区督察専員公署は1940年初、出征抗敵軍人家族優待委員会を設立し、一時的 
  に労働力を失う出征新兵家族を保護救済するための一時金、春秋冬の穀金給付、双十 
  節、太陽節（蒋介石の誕生記念日）の慰労品支給などの優遇措置を決めた。各県政府 
  も同委員会の指導の下、出征家庭の入り口に「光栄之家」の張り紙を出して栄誉を讃 
  えた他、各種の政府関係機関を通じて子女に対する教科書などの無料支給、医療費の 
  無料化、無料分娩、農繁期の託児、農作物の収穫作業の援助、手紙や書類の代書サー 








































































で、これにより匪賊の頭目 46 人、541 人の土匪が保安司令部に自首した41。清郷委員会の





























































































 第１次３年計画の末年である 1943 年８月時点で蒋経国が行政会議で行った計画達成報
告によれば、設立された合作社の総数は 1239 社、社員総数は 23 万 7456 名で、資本金は
899万4312元に達し、交易公店事業については資本金が850万元に達している55。 
 




























  優秀な中学に高中班（高等学校）を設ける。 
 ②職業学校の創設 
  計画２年目に贛県（蒋経国が県長を兼務）に農業、商業、工業系の職業学校を各１校       
  開校し、その他の県では必要に応じて初級実用学校を設ける。 
 ③青年訓練の実施 
  青年訓練大綱および国民精神総動員法に基づき、青年の思想、体格、品格、生活態度   
  を改善するための訓練を実施することを各級学校に促す。 
 ④郷鎮の中核小学校に高級班を設け、中心学校と改名する。 
 ⑤国民学校の普及 
  贛南全域には行政区画としての「保」58が2714あり、「保学」（保が経営する学校）の 
  総数は2036校である。計画１年目には728保学を「保」国民学校に改編し、２年目に 
  は730校、３年目には578校をそれぞれ「保」国民学校に改編し、さらに194の国民 
  学校を増設する。辺鄙な地区に位置する「保」においては分校あるいは巡回共学班を 
  設け、地域によっては２〜３「保」毎に１校の連合国民学校を開設する。 
 ⑥中心学校で各「保」国民学校の教職員に対する資質向上のための研修を実施する。 
 ⑦各県で教師に対する夏期・冬期講習や地方自治事務に関する特種講習会を開催し、教 
  育面に限らず地方自治のリーダーとしての研修も実施する。計画２年目には贛県に贛 
  南師範学校を創設する。 
 ⑧国民学校を経営するための基金を創設する。 
 ⑨非識字者の一掃 




  江西省中小学生生産労作（＝労働）教育大綱に基づき、各地方の実情に合わせて労働 











  計画１年目には各県に蔵書１万冊以上を保有する図書館を最低１館創設し、２年目に 
  は各区に、３年目には各郷鎮に図書閲覧室を最低１カ所つくる。 
 ⑭運動場の建設 
  計画１年目には各県に１カ所、２年目には各区に、３年目には各郷鎮に運動場を最低 




  計画２年目に各県所在地の中心学校に幼稚園あるいは幼稚班を付設し、３年目には郷 
  鎮の中心学校に幼稚班を付設する。 
 ⑱託児所の整備 
  計画１年目には各県に、２年目には各区に30人収容の託児所を設け、３年目には各郷 
  鎮に20人収容の託児所を創設する。 
 ⑲教育に対する篤志家の寄付を募り、寄付者には最大の栄誉を与える。 
 ⑳奨学金の設置 
  各中学の成績第１位の学生には学費、食費、雑費の全額を免除する。第２位には前記 
  費用の３分の２を、第３位には３分の１を免除する。女子中学生で成績最優秀の者に 
  は学費、食費、雑費の全額を免除する。成績２位の者には半額を免除する。贛南籍で 
























  各県は計画２年目までに石版印刷で、３年目までに活版印刷で日刊新聞を発行する。 
 ②書店の開設 
  合作方式で、計画１年目には各県の学校が書店を１軒開設し、２年目には県下の各区 
  が、３年目には区下の各郷鎮が少なくともそれぞれ１軒を開設する。 
 ③印刷所の開設 
  各県は計画２年目中に石版印刷所を１廠、３年目中に活版印刷所を１廠設ける。 
 ④大衆読物の発行 
  計画２年目に江西省第４区大衆読物編輯委員会を立ち上げ、大衆読物を刊行する。 
 ⑤民衆公園の建設 
  計画１年目に各県は民衆公園を１カ所造園し、２年目には各区が、３年目には各郷鎮 
  がそれぞれ１カ所を造園する。 
 ⑥中正室の創設 
  贛南全域の各機関、団体、学校、部隊は計画２年目までに最低ひとつの中正室を設け、 
  各種新聞、雑誌、図書、娯楽および運動用具を完備し、民衆の余暇に供する。 
 ⑦学術研究の提唱 
  三民主義を最高綱領とすることを原則として、民衆が各種学術研究会、座談会、講演 
  会を組織することを奨励して思想の統一を図る。 
 ⑧戯曲の改良 
  戯曲改良委員会を組織し、民間歌曲や旧式戯劇の改良に取り組み、抗戦建国が必要と 
  する戯曲の創出に寄与する。 
 ⑨電化教育の推進 
  各県は計画１年目にラジオ１台を完備し、人口稠密な郷鎮においては小型拡声器を準 
  備して毎日時事ニュースを放送し、３年目には巡回映画車輛を購入して各県で教育的 








































   今日、私たちは亡国の徒とならないために、外国人の牛馬奴隷とならないために抗 
   戦建国し、富強康楽の三民主義の新中国を実現するのです。（中略）将来、私たちの 
   偉大な国土には発電所や製錬所など幾千、幾万もの工場が林立し、幾千、幾万の航 
   空機が祖国の大空に飛翔し、幾千、幾万もの艦艇や潜水艦が祖国の領海を巡視し、 
   幾千、幾万の戦車が祖国の領土から敵に向かって示威するのです。将来、私たちは 
   美食を摂り、良い衣服をまとい、大きな住宅に住み、高等教育を受けるべきなので  
   す。このような理想がなければ、革命など語る必要のないことです。（中略）同志の 
   みなさん、偉大な祖国のために、そして偉大な総裁（＝蒋介石）のために、未来永 
   劫にわたって精神を奮い立たせ、未来を楽観しましょう。将来の世界は私たちのも 
   のであり、将来の祖国は麗しく、偉大なのです！ 
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   す。このような理想がなければ、革命など語る必要のないことです。（中略）同志の 
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2 Samuel P.Huntington,THE THIRD WAVE:Democratization in the Late TwentiethCentury(University of 
Oklahoma,1991)〔坪郷實・中道寿一・薮野祐三訳『第三の波』（三嶺書房、1995年）日本語版への序文参照〕。 
3 呉乃徳「回憶蒋経国、懐念蒋経国」『二十世紀 台湾民主発展』（国史館、2004年）469頁。 
































                                            
5 前掲「回憶蒋経国、懐念蒋経国」5-6頁。 




8 同上 『蒋経国先生全集』記事年表上輯150頁。 
9 国共内戦に失敗して下野していた蒋介石は台湾に遷占した翌月、すなわち1950年１月１日に総統に復帰している。秦孝





































                                            







































                                            
16 同上304-305頁参照。 
17 同上306-308頁参照。 



















































































































 救国団は高級中学（高校）以上の生徒については全員参加とし、16 歳以上 25 歳以下の
職業青年は入会条件を満たせば参加できた。設立の翌々月までに22市県に準備小組を設け
て129校の高級中学大隊が成立し、その中に387個中隊、1003区隊、4012分隊が生まれ、










































   青年救国団を成功させるには、青年による青年の指導が不可欠です。青年による指 
  導とは青年の立場や要求、利益を組織に反映させることです。たとえば地上に水が流 
  れ、空に太陽が昇って水を照らせば水蒸気が湧き上がり、それが雨となって地上に降 
  り、ふたたび水となるのです。このような循環が大きな力を生みだします。これまで 
  の青年運動は、太陽だけ照って水の反応がなかったのです。いま、青年が立ち上がる 
  ことができるか否かは、団員が救国団を自分のものとして認識できるかどうかに係っ 








































































































の影響はインフレの亢進として現象し、1972 年末から 1974 年２月にかけて台湾の物価は
66.5％も高騰した。 

















































































































65 同上 7頁。 
66 同上。 






















でに 1982 年、在台米国協会（AIT）台北事務所長の J・リリーに、①台湾を民主化する、
②それは「台湾プロセス」として実行する、③みずからの使命として経済的な繁栄を維持
する、④対中開放政策を実施する、と語っていた74。 















74 Tucker B.Nancy, China Confidential:American Dipromats and Sino- Amarican Relations 1945-1996, Columbia 








  民国73（1984）年から78（1989）年にかけて世界経済の振れ幅は甚大で、各国は幾 
  度も不景気の波に襲われた。その間も我が国の経済は堅調に推移し、５年連続の高成 
  長、低物価、低失業率を達成した。民国75（1986）年の経済成長率は12.57％で空前 
  の好況を実現し、外貨準備も74（1985）年の約225億米ドルから約463億米ドルに 
  激増し、76（1977）年以降は毎年700億米ドル超を維持してきた。物価は安定し、失 
  業率は民国76年以来２％以下を保った。国民一人当たりのＧＤＰは米ドル 
  換算で民国72（1983）年に2823ドル、73年は3167ドルだった。この年9月の立法 
  院における施政報告で77年の一人当たりＧＤＰは6000米ドルに達するだろうと予測 





  民主憲政の推進ということで言えばこれは国民党の一貫した政策で、ただ国家が戦乱 
  のなかに置かれていたために完全には実現できないでいた。過去の40年間、台湾は 
  幸運にも安定を保って発展を享受してきたが、依然として共産党の脅威を受け、それ 
  がために国家の安全を確保する目的で民主憲政は慎重な態度で漸進的に進めてきた。 
  政府は民主推進の努力を怠ったことはなく、ついに戒厳令の解除を達成し、党禁を止  





  この間、政府は多年にわたった戒厳令を解除し、民主政治の目標に邁進し、経済の自  
  由化と国際化を推し進め、我が国を世界の経済状況に適合させ繁栄と成長を維持した。 
  両岸関係でも大陸への里帰りを開放し、長期の隔離状態を打破した。こうした変化の 
  時期、すなわち国家体質の転型期には幾多の深刻な困難に遭遇しながらも政府の決定 














  蒋経国先生はまさにこの精神（＝民主憲政の実現）の体現者で、体力を惜しむことな 
  く各地を巡歴して民衆と親しみ、「人の飢えはみずからの飢え、人の困難はみずから 
  の困難」という気持ちを忘れず、また党内においては同志や政府官員に対し身を粉に 





























  経国は全国国民の付託を受け、三民主義で中国を統一する大業に力を注ぎ、それを国 








84 郭柏村著、王力行採編 『郭総長日記中的蒋経国先生晩年』（天下文化出版、1995年）409頁。 
 146
  民とともに奮闘することを目標としてきた。万が一に余の天年が尽きたら政府と民衆 
  は反共復国の方策を堅守し、一貫して積極的に民主憲政を推進して欲しい。全国の軍 
  民は国父の三民主義と先の総統の遺訓の指導のもとで一致団結し、最後まで奮闘して 
  大陸の光復を加速し、三民主義で中国を統一する大業を完成させなければならない。 
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